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何気ない風景の中に 

 校長 上 続 昌 司 

２月になりました。例年、寒い日が多いという印象があります。特に朝夕の寒さは、身に沁みますね。２月と

言えば節分を思い浮かべます。「２月２日は節分ですね」と、紹介すると「間違っています、３日です」と返され

るかもしれませんが、２０２５年は２月２日が正解です。立春の前日が節分と決められていて、今年は２月３日

が立春なので、その前日の２日が節分となります。実は、私も知りませんでした。カレンダー等で確認してみ

てください。立春は、二十四節気の一つで、冬が終わり春の訪れを示します。二十四節気は立春から始まり、

旧暦では立春の頃に元旦がめぐってきたので、立春は新しい年の始まりを意味していました。また、節分と言

えば思い浮かべるのが「豆まき」だと思います。冬から春の季節の変わり目は寒い日が多く、体調を崩しや

すいこともあり、邪気（病気や災害）が入りやすいと考えられてきました。平安時代に邪気の象徴「鬼」を祓

い、清めて無病息災を祈る儀式として行われ、室町時代以降さらに広まっていったそうです。マメ知識として

覚えておくと良いですね。 

さて、普段何気なく見ている風景等から感じ、想う事を紹介したいと思います。正門から入って、保健室前

には掲示板があり、毎月、その季節やタイムリーな話題をきれいにレイアウトした掲示物が出迎えてくれます。

そこから昇降口に向かう両側には、紫、黄色、薄いピンク等のきれいな花があり、毎朝心を癒してくれていま

す。ものすごく寒い日も一生懸命に咲いています。職員玄関の赤い絨毯は、いつもきれいで小さなホコリでさ

えも良く見ないと分からないほどです。昨日は、端っこの画びょうが取れていた掲示物が、今日見てみると、し

っかりと留められています。朝、ぎりぎりに登校してきた人の外履きが下駄箱に曲がって置いてあったとして

も、帰りにはキチンとかかとが揃えられています。消し忘れた教室の照明は、移動教室から帰ってくると消え

ています。机や椅子が曲がっていたり、列からはみ出したりしていたのに朝来るときれいに並んでいます。図

書館に行くと中学生が興味をもってくれそうな本を、見やすい場所にセットして、貸し出されるのを待っている

本があります。毎朝、新鮮な空気が学校中に流れるように、廊下の窓が開けられています。そして、みんなが

帰った後、しっかりと施錠されています。他にも、知らぬ間に整えられていたり、みんなが気持ちよく生活でき

るように工夫されていたりしている場所や物等で溢れています。 

毎日、何気なく見ている風景ですが、よく見ると「誰かが整えてくれている」跡があり、心が温かくなります。

学校内だけではなく、登下校で見ている風景、買い物で出かけた時に電車から見える風景、旅行先で見る風

景、どこに行っても「誰かが整えてくれている」跡を見ることができます。そこには、その整えてくれた人達の

温かい心が見えてきます。みなさんも何か気づくことがあれば、整えてみてください。その時は、誰も見てくれ

ていなくても、その後、気づく人がいるはずです。そして、直接「ありがとう」って、言ってもらえなかったとして

も、気づいて整えた人、あなた自身の心が温まっているはずです。そんな何気ない行為の跡が、今日も、明日

もたくさん見ることができる事を楽しみにしています。 
 


